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第４章 沖縄県地区における平成 13 年度事業の成果と課題の整理 
 

１ 省庁別事業の成果と課題 

沖縄県地区において各省庁が実施した事業の成果と課題を以下に取りまとめた。 

 

 実験概要 成果と課題 

総
務
省 

情
報
通
信
政
策
局 

 
那覇市に沖縄ＧＩＳ研究開発支援
センターを整備し、平成１３年４月
から企業・大学等に開放してＧＩＳ
の研究開発を支援 
 

【成果】 
･平成１３年４月から平成１４年３月までの利用状況 
  利用件数：448 件 
  利用者数：1,665 人 
  利用時間：566.7 時間 
【課題】 
･さらなる利用の促進 

国
土
地
理
院 

 
数値地図 25000(空間データ基盤)の
整備を平成 12 年度から今年度にか
け実施しており、今年度、整備を完
了した。 

【成果】 
・数値地図 25000(空間データ基盤)では、10 項目のデータを整
備している。また地理情報標準に準拠している。 

・沖縄県全域の基図として今後の空間データ構築に活用が見込
まれるほか、防災等を中心とした広域の情報 DB としての活
用が見込まれる。 

総
合
政
策
局 

 
平成 12 年度に引き続き海域地理情
報システム基盤情報の数値化を行っ
た。 

【成果】 
・沿岸の海の基本図(海岸線、等深線等のデジタルデータ)につ
いては、平成 14 年 3 月現在で提供可能な海域は全国で 222
海域である。 
・管轄海域の情報管理等海上保安業務での有効活用や海洋開
発、環境保全等の多面的な利用が見込まれる。 

  
国、地方公共団体、民間の空間デー
タを実証実験データベースに一元的
に登録し、公募で選ばれた実験参加
者がこのデータを使った実験を行う
ことを通じて、データの流通・相互
利用の有用性、課題について検討を
行った。 
 

【成果】 
・20 団体の民間企業、研究者等が参加して、アプリケーショ
ン開発等様々な実験を行った。 

・データ流通・相互利用の有用性（ＧＩＳアプリケーション開
発の促進、コスト削減と業務の効率化等）と課題（データ説
明書の不足、品質情報の不足等）を把握した。 

・データ流通・相互利用をインターネットで行うことの有用性
（データ把握の容易性向上等）と課題（大容量データの流通
等）を把握した。 
 
【課題】 
・本地域において今後ともデータ流通・相互利用を推進して行
くために、ＧＩＳに関する様々な問題を自由に議論するため
の産・官・学連携を強化して行く必要がある。 

国
土
交
通
省 

国
土
計
画
局 

 
ネットワークを活用して空間デー
タを利用する際に必要となる情報
と、その情報を含む空間データをネ
ットワーク上で流通させて利用する
際の流通方法について実証的に検討
を行った。 

【成果】 
・データの取り込み時、利用時それぞれにおいて、必要となる
情報（データ説明書）を把握した。 
取り込み時：メタデータ（フォーマット名称、座標参照

系の名称、文字符号集合）で対応 
利用時：属性データ説明書 

メタデータ（要約、目的、系譜） 
・データを流通させるための方策を提案した。 
 
【課題】 
・データ説明書の項目に関する検証 
・データ説明書の認識を高めること及び提案した方策に係る制
度的な対応についての検討 
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２ 沖縄県地区の事業の特色から見た課題 

 
沖縄県地区では、県中部の隣接する複数の都市において空間データの整備が進んでいるおり、

これらの資源を有効活用するとともにＧＩＳを普及促進させるため、データの相互流通やＧＩ

Ｓ研究開発支援の仕組みづくりに関する取り組が行われた。 
国土交通省国土計画局の実験では、ネットワークを活用して空間データを利用する際に必要と

なる情報と、その情報を含む空間データをネットワーク上で流通させて利用する際の流通方法

について実証的に検討を行った。 
また、国土交通省国土計画局の公募型実証実験（実証実験データベース利活用実験）におい

て、地方公共団体に加え、民間が保有するデータも含めた空間データの相互利用について、そ

の課題の検討を進めてきた。これらの様々な空間データを提供することで、当該実験に参加す

る地元企業が、総合的な流水管理方策の立案や農業振興地域の管理といった地域の様々な課題

を解決するのためのアプリケーション開発やインターネットを利用する際の利便性の向上に寄

与する技術開発を行うなど、地域におけるＧＩＳに係わる諸技術の蓄積になる取り組みとなっ

た。 
国土地理院では、数値地図の整備を実施している。 
総務省情報通信政策局においては、「沖縄ＧＩＳ研究開発支援センター」を開設し、各種の

ＧＩＳ研究開発設備や沖縄県地区の空間データを地域企業や大学等に開放し、ＧＩＳ技術的支

援にとどまらず、防災、教育、福祉などＧＩＳアプリケーションの研究開発支援を受けること

ができる環境を整備した。 
沖縄県地区においては、このような技術的側面、利用環境整備面の両面から取り組みが進む

ことで、民間企業等を中心に地域における人材と技術の蓄積が進み、県内のＧＩＳのリテラシー

が向上してきている。今後、沖縄ＧＩＳ研究開発支援開発センターを積極的に利用することで

地域におけるＧＩＳの技術的ノウハウの蓄積を図りながら、ＧＩＳモデル地区実証実験を通し

て築かれつつある産学官の連携を軸に、地方公共団体、民間及び大学が共同でデータを利活用

できる仕組みづくりに取り組むことが必要とされている。 

また、ＧＩＳモデル地区実証実験で得られた様々な成果を、地方公共団体、民間及び大学等

が地域で活用していけるよう、産学官が連携した先進的な技術開発を進めていくことが求めら

れている。 
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デ
ー
タ
相
互
運
用
シ
ス
テ
ム
技
術
の
開
発
 

平
成
12
年
度
 

【
国
土
交
通
省
総
合
政
策
局
】
 

・
海
域
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
基
盤
情
報
（
沿
岸
の
海
の
基
本

図
の
数
値
化
）
の
整
備
 

 

【
総
務
省
情
報
通
信
政
策
局
】
 

・
３
次
元
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
よ
る
観
光
・
教
育
・
防
災
用
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
実
証
実
験
（
デ
ー
タ
獲
得
・
表
現
伝
送
・
更
新

技
術
の
研
究
開
発
 

 【
国
土
交
通
省
総
合
政
策
局
】
 

・
観
光
情
報
に
係
る
位
置
情
報
（
緯
度
・
経
度
情
報
）
の
整

備
 

 【
国
土
交
通
省
国
土
計
画
局
】
 

・
街
区
レ
ベ
ル
位
置
参
照
情
報
の
整
備
と
一
般
提
供
 

【
国
土
交
通
省
国
土
計
画
局
】
 

・
実
証
実
験
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と
一
般
公
募
に
よ
る

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
利
活
用
実
験
（
官
民
共
同
に
よ
る
空
間

デ
ー
タ
の
相
互
利
活
用
方
策
の
検
討
）
 

【
国
土
交
通
省
国
土
計
画
局
】
 

・
実
証
実
験
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と
一
般
公
募
に
よ
る

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
利
活
用
実
験
（
官
民
共
同
に
よ
る
空
間

デ
ー
タ
の
相
互
利
活
用
方
策
の
検
討
）（
再
掲
）
 

・
効
率
的
な
デ
ー
タ
整
備
、
デ
ー
タ
の
相
互
利
用
等
Ｇ
Ｉ
Ｓ

の
普
及
支
援
に
係
る
個
別
課
題
に
関
す
る
実
験
 

 

平
成
13
年
度
 

【
国
土
交
通
省
大
臣
官
房
】
 

・
数
値
地
図
25000
の
整
備
 

 【
国
土
交
通
省
総
合
政
策
局
】
 

・
海
域
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
基
盤
情
報
（
沿
岸
の
海
の
基
本

図
の
数
値
化
）
の
整
備
、
更
新
 

【
総
務
省
情
報
通
信
政
策
局
】
 

・
研
究
開
発
用
共
同
利
用
施
設
の
提
供
 

 

【
国
土
交
通
省
国
土
計
画
局
】
 

・
実
証
実
験
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
拡
充
と
一
般
公
募
に
よ
る

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
利
活
用
実
験
（
官
民
共
同
に
よ
る
空
間

デ
ー
タ
の
相
互
利
活
用
方
策
の
検
討
）
 

 

【
国
土
交
通
省
国
土
計
画
局
】
 

・
実
証
実
験
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
拡
充
と
一
般
公
募
に
よ
る

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
利
活
用
実
験
（
官
民
共
同
に
よ
る
空
間

デ
ー
タ
の
相
互
利
活
用
方
策
の
検
討
）（
再
掲
）
 

・
効
率
的
な
デ
ー
タ
整
備
、
デ
ー
タ
の
相
互
利
用
等
Ｇ
Ｉ
Ｓ

の
普
及
支
援
に
係
る
個
別
課
題
に
関
す
る
実
験
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